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実務対応のポイント

２ １３
未
成
年
者
と
は
何
か 

ど
の
よ
う
な
能
力
が 

制
限
さ
れ
て
い
る
の
か

　

民
法
第
４
条
に
は
、
満
20
歳
を
も
っ

て
﹁
成
年
﹂
と
す
る
旨
が
明
文
化
さ
れ

て
い
ま
す
。﹁
未
成
年
﹂
は
、
20
歳
に

達
し
な
い
︵
20
歳
未
満
の
︶
状
態
を
表

す
用
語
で
あ
り
、
成
年
に
到
達
し
た
者

を
表
す
﹁
成
人
﹂
の
対
語
と
な
る
の
が

﹁
未
成
年
者
﹂
と
な
り
ま
す
︵
た
だ

し
、
婚
姻
し
た
未
成
年
者
は
﹁
成
人
﹂

と
さ
れ
る
︶。

　

民
法
第
20
条
１
項
に
は
、
未
成
年
者

が
制
限
行
為
能
力
者
に
該
当
す
る
旨
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、﹁
親
権
者
﹂
あ
る

い
は
﹁
未
成
年
後
見
人
﹂
の
親
権
に
服

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
未
成
年
者
は

様
々
な
法
律
・
制
度
に
よ
っ
て
、
各
種

能
力
も
相
応
に
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で

す
︵
図
表
１
︶。

親
権
者
と
は
何
か 

ど
の
よ
う
な
こ
と
が 

行
え
る
の
か

　

親
権
者
と
は
、
原
則
と
し
て
未
成
年

者
の
両
親
︵
養
子
な
ら
養
親
︶
の
こ
と

を
い
い
、
未
成
年
者
の
法
定
代
理
人
と

し
て
、
未
成
年
者
に
不
利
益
を
も
た
ら

さ
な
い
範
囲
内
で
代
理
行
為
を
行
う
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

預
金
や
融
資
な
ど
の
金
融
取
引
も
、

民
法
や
銀
行
法
に
則
っ
た
法
律
行
為
に

該
当
し
ま
す
。
よ
っ
て
金
融
機
関
が
未

成
年
者
を
相
手
に
取
引
を
行
う
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
、
法
定
代
理
人
で
あ

る
親
権
者
を
相
手
方
と
す
る
か
、
そ
の

同
意
を
得
て
未
成
年
者
と
取
引
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
。

続
柄
確
認
も
必
要
と
な
る

　

で
は
、
仮
に
未
成
年
者
の
預
金
口
座

の
開
設
依
頼
に
応
じ
る
場
合
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
実
務
上
は

Ⓐ
13
歳
以
下
の
場
合
は
親
権
者
に
よ
る

手
続
き
か
同
意
書
の
提
出
・
Ⓑ
13
歳
超

の
場
合
に
は
親
権
者
に
よ
る
同
意
書
の

提
出
・
親
権
者
に
よ
る
手
続
き
の
場
合

は
未
成
年
者
本
人
に
よ
る
同
意
書
の
提

出
を
求
め
る
対
応
が
平
均
的
と
な
る
よ

う
で
す
。

　

加
え
て
、
㋐
未
成
年
者
・
親
権
者
の

本
人
確
認
お
よ
び
続
柄
確
認
と
、
㋑
未

成
年
者
・
親
権
者
間
の
利
益
相
反

│

に
も
留
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

㋐
未
成
年
者
・
親
権
者
の
本
人
確
認

お
よ
び
続
柄
確
認
は
、
公
的
証
明
書
で

行
い
ま
す
。
健
康
保
険
証
や
戸
籍
全
部

事
項
証
明
書
︵
戸
籍
謄
本
︶
等
を
提
示

し
て
も
ら
い
、
住
所
す
な
わ
ち
同
居
の

有
無
な
ど
も
確
認
し
、
疑
義
な
ど
が
生

じ
た
場
合
に
は
口
頭
で
照
会
し
ま
す
。

　

口
座
の
開
設
後
に
、
窓
口
に
払
戻
し

等
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、

来
店
し
た
の
が
未
成
年
者
で
あ
れ
ば
親

権
者
の
同
意
が
あ
る
か
、
親
権
者
で
あ

れ
ば
そ
の
ま
ま
応
じ
る
か
、
未
成
年
者

の
同
意
書
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
親
権
者
と
未
成
年
者
と
の

間
に
生
じ
か
ね
な
い
利
益
相
反
関
係
に

つ
い
て
も
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
親
権
者
の
借
入
れ
の
た
め

に
未
成
年
者
が
︵
実
際
に
は
親
権
者
が

代
理
人
と
な
っ
て
︶
預
貯
金
や
不
動
産

な
ど
の
担
保
提
供
を
行
っ
た
り
、
債
務

保
証
を
行
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
引
を
行
っ
た
場
合
、

親
権
者
側
に
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
一

方
で
、
未
成
年
者
側
に
は
不
測
の
損
害

を
も
た
ら
す
可
能
性
を
残
し
ま
す
。
こ

う
し
た
利
益
相
反
取
引
は
、
家
庭
裁
判

所
に
特
別
代
理
人
の
選
定
を
申
し
立

て
、
特
別
代
理
人
に
よ
る
調
停
の
下
で

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

未
成
年
後
見
人
と
は
何
か 

ど
の
よ
う
な
こ
と
が 

行
え
る
の
か

　

親
権
者
が
死
亡
し
て
親
権
を
持
つ
者

が
不
在
と
な
っ
た
場
合
や
、
親
権
者
に

親
権
を
正
当
に
行
使
す
る
能
力
が
な
い

と
判
断
さ
れ
る
場
合
な
ど
に
、
申
立
て

に
よ
っ
て
家
庭
裁
判
所
に
よ
り
選
任
さ

れ
る
の
が
﹁
未
成
年
後
見
人
﹂
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
親
権
者
に
は
図
表
２
の
権

利
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
子
供
の

財
産
管
理
に
不
適
切
な
実
態
が
認
め
ら

れ
る
場
合
な
ど
に
は
、
こ
の
う
ち
﹁
財

産
管
理
権
﹂
だ
け
を
失
い
、
未
成
年
後

見
人
に
財
産
管
理
権
の
み
与
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

選
任
さ
れ
た
未
成
年
後
見
人
は
、
未

成
年
者
︵
未
成
年
被
後
見
人
︶
の
法
定

代
理
人
と
し
て
、
監
護
・
教
育
や
財
産

管
理
、
さ
ら
に
は
契
約
等
の
法
律
行
為

を
行
い
ま
す
。

未
成
年
者
の
戸
籍
の
提
出
を

　

未
成
年
後
見
人
が
未
成
年
者
の
代
わ

り
に
来
店
し
た
場
合
に
は
、﹁
未
成
年

者
の
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
﹂
の
提
出

を
求
め
て
事
実
関
係
を
確
認
し
ま
す
。

呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
未
成

年
後
見
人
管
理
下
の
口
座
に
つ
い
て

は
、
口
座
名
義
を
未
成
年
者
と
法
定
代

理
人
の
連
名
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

一
般
代
理
人
の
場
合
に
は
、
㋐
印
鑑

登
録
証
明
書
、
㋑
登
録
印
が
押
捺
さ
れ

た
意
思
確
認
書

│
の
提
出
を
も
っ
て

代
理
人
と
し
て
の
意
思
確
認
を
行
い
ま

す
。
一
方
で
、
未
成
年
後
見
人
の
場
合

に
は
、
こ
の
よ
う
な
意
思
確
認
ま
で
は

行
わ
な
い
金
融
機
関
が
多
い
よ
う
で
す

の
で
、
自
行
庫
の
内
部
ル
ー
ル
を
今
一

度
参
照
願
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
手
続
き
を
終
え
た
ら
、
以

降
は
前
述
し
た
親
権
者
と
同
様
に
、
未

成
年
後
見
人
を
法
定
代
理
人
と
し
て
取

り
扱
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
﹁
成
年
後
見

制
度
に
関
す
る
届
出
書
﹂

の
記
入
・
提
出
と
犯
罪
収

益
移
転
防
止
法
が
定
め
る

本
人
確
認
書
類
の
提
示
を

求
め
ま
す
。

　

未
成
年
者
の
口
座
管
理

を
巡
る
こ
れ
ら
一
連
の
対

応
を
﹁
後
見
の
設
定
﹂
と

●短期集中連載●

未成年者の代理人の種類と
取引を行う際のポイント
　まず未成年者の法定代理人となる親権者・未成年後見人の概要と取引時の留意
点を見ていきます。� 解説＝佐々木城夛  信金中央金庫　信用金庫部 上席審議役

◦口座開設時には親権者と手
続きするか、親権者の同意
を得て口座を開設する（続
柄確認も必要）
◦払戻取引等も同様、原則と
して親権者の同意が必要

図表１　未成年者の制限対象能力
分野 概要［条文］

一般事項

▶�未成年者が法律行為を行う際には法定代理人の
同意が必要であり、同意を得ずに行った行為は
取り消すことができる。この場合の取消権者
は、未成年者本人およびその法定代理人とな
る。

▶�単に権利を得る、もしくは義務を免れる法律行
為については法定代理人の同意は不要であり、
たとえ取消権者であっても、未成年であること
を理由として取り消すことはできない。

（随意）
財産処分

▶�未成年者は、その法定代理人が、目的を定めて
処分を許可した財産についてはその範囲内で、
目的を定めないで処分を許可した財産について
は任意で処分することが可能となる。

営業許可

▶�未成年者の法定代理人は、未成年者に対する
（一種もしくは数種の）営業を許可することが
できる。未成年者は、その営業については成年
と同一の行為能力を有する。

▶�許可された営業について未成年者が行った法律
行為は、未成年者がそれを理由として取り消す
ことができない。

婚姻

▶�未成年者は、婚姻によって成年に到達したと擬
制を受ける。

▶�上記成年擬制は、民法など私法領域に限られ、
公法領域には及ばない。

図表２　親権の内訳

親権

ⓐ身上監護権

▶子の成長のために監護・
　教育をする権利

ⓑ財産管理権

▶子の財産を管理する権利


